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夏風邪の原因
◆暑くて湿度が高い夏の環境を好むウイルス（エンテロウイルス、アデノウイルスなど）の感染

　　　が原因となるのが80～90％と言われています。

　　　エンテロウイルスは、のどや腸で繁殖するため、のどの痛み、下痢、腹痛などがおきます。

アデノウイルスは、呼吸器と腸で繁殖するためのどの痛みや激しい咳が出るのが特徴です。

　◆暑さやクーラーのかけ過ぎによって、疲労や食欲不振、寝不足の状態になると、免疫力が低下し　　
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　　　夏風邪にかかりやすくなります。

夏風邪の対処法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　◆ゆっくり静養してウイルスに打ち勝つ体力を回復することが大切です。

　◆胃腸障害を伴う場合は、炭水化物や良質のたんぱく質を摂る事です。

　◆大量に汗をかいて脱水症状にならないよう、水分補給を忘れずにしましょう。

　◆冬の風邪のように無理に汗をかこうとするのは、体力の消耗になるだけです。

　◆クーラーを利用するなどして、適温でここちよい環境を保ってください。

　◆下痢の時は、脱水症状にならないよう水分の補給を忘れずにしてください。

夏風邪の市販薬の使い方

　◆市販の風邪薬は鼻水や咳の症状を軽くすることができ、体力の消耗を防ぎ体力を回復させる
効果があります。
　◆抗ヒスタミン剤は眠気が起こりますから、車の運転には注意が必要です。

　◆気管支喘息の人の１割が解熱剤で発作を起こすことがありますから、医師に相談してください。

　◆高熱はウイルスを排除しようとして起こる体の防御反応で、初期には解熱剤を使用しない方が

　　良い場合があります。２～３日たっても熱が下がらない場合に、解熱剤を使用するとよいでしょう。

　◆夏風邪の下痢は、腸内のウイルスを排泄しようとして起こるので、下痢止めを飲むことで回復が

　　遅れることがあります。２～３日様子を見て服用するのがよいでしょう。血便や１日１０回以上下痢
をするなど症状が激しい場合は、早めに医師の診察を受けてください。
夏風邪予防法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　◆手洗いを習慣にしましょう。

　◆クーラーによる冷え過ぎに注意しましょう。

　◆流行時は人ごみをさけましょう。
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